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８月１１日（火）まで
（１０日が休日のため）

８月３１日（月）まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和２年７月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和２年６月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長（令和２年５月期）
２カ月延長（令和２年４月期）
④　消費税確定申告（１カ月ごと）（６月期）
⑤　消費税確定申告（３カ月ごと）（３月、６月、９月、１２月期）
⑥　法人の中間申告（半期・１２月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　法人消費税の中間申告納付
直前期年税額４,８００万円超のとき　１カ月ごと（６月期を除く）
直前期年税額４００万円超のとき　３カ月ごと（３月、９月、１２月期）

①　源泉所得税には復興特別所得
税の額を含む。

②～⑦　法人の事業年度（課税期
間）の終了日は各月末日とする。

④、⑤　消費税課税期間の短縮特
例は適用後２年間継続が要件で
ある。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

去
る
７
月
６
日
、
英
国
の
Ｆ
Ｒ
Ｃ

（Financial Reporting Council

（
財
務
報
告
評
議
会
））
は
、
ビ
ッ

グ
４
の
監
査
部
門
に
関
す
る
「
運

営
上
の
分
離
（operational 

separation

）の
原
則
」（
以
下
、「
原

則
」
と
い
う
）
を
公
表
し
た
。

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
、
英
国
会
計
基
準
の
設

定
主
体
で
あ
り
、
Ｕ
Ｋ
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
策
定
と

運
用
、
民
間
企
業
の
財
務
報
告
や
監

査
の
監
督
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
英

国
第
２
位
の
建
設
会
社
で
あ
る
カ
リ

リ
オ
ン
社
が
、
２
０
１
８
年
１
月
に

突
然
、
経
営
破
綻
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
英
国
の
ビ
ッ
グ
４
（
デ
ロ
イ

ト
＆
ト
ウ
シ
ュ
、
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
、
ア
ー
ン

ス
ト
＆
ヤ
ン
グ
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
）
へ
の

批
判
が
高
ま
り
、
監
査
の
信
頼
性
の

回
復
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
こ
の

原
則
が
公
表
さ
れ
た
。

ビ
ッ
グ
４
は
、「
監
査
部
門
」と「
監

査
部
門
よ
り
収
益
性
が
高
い
と
さ
れ

る
そ
の
他
の
部
門
」
を
１
つ
の
組

織
の
な
か
に
有
し
て
い
る
。「
運
営

上
の
分
離
（
組
織
上
の
分
離
で
は
な

い
）」
は
、
２
０
１
９
年
４
月
に
英

国
競
争
・
市
場
庁
（Com

petition 
and M

arkets A
uthority

（
Ｃ
Ｍ

Ａ
））
が
公
表
し
た
「
法
定
監
査
サ
ー

ビ
ス
市
場
の
研
究
―
最
終
報
告
書
」

の
な
か
の
監
査
の
信
頼
性
回
復
の
た

め
の
４
つ
の
提
案
の
う
ち
の
１
つ
と

し
て
示
さ
れ
て
い
た
。

原
則
の
目
的

原
則
の
目
的
は
次
の
２
つ
で
あ

り
、
適
用
す
べ
き
22
の
個
々
の
原
則

を
含
ん
で
い
る
。

・
監
査
部
門
（audit practices

）

の
人
間
が
公
益
の
た
め
に
高
い
品

質
の
監
査
を
提
供
す
る
こ
と
を
保

証
す
る
こ
と
に
よ
る
監
査
品
質
の

改
善

・「
監
査
部
門
」
と
「
そ
の
他
の
部
門
」

の
間
で
、
重
要
で
構
造
的
な
相
互

補
助
が
継
続
し
な
い
こ
と
を
保
証

す
る
こ
と
に
よ
る
監
査
市
場
の
安

定
性
の
改
善

導
入
効
果

Ｆ
Ｒ
Ｃ
が
望
ん
で
い
る
導
入
効
果

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
監
査
部
門
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
監

査
品
質
を
優
先
し
、
監
査
品
質
か

ら
焦
点
を
そ
ら
さ
せ
る
他
の
部
門

か
ら
の
影
響
か
ら
監
査
人
を
守
る
。

・
監
査
部
門
の
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
利

益
配
分
の
総
額
は
、
監
査
部
門
の

利
益
配
分
を
継
続
し
て
超
え
な
い
。

・
個
々
の
監
査
パ
ー
ト
ナ
ー
の
報
酬

は
、
監
査
品
質
へ
の
寄
与
、
担
当

監
査
の
困
難
性
と
リ
ス
ク
の
程
度

を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
。

・
監
査
部
門
の
財
務
報
告
は
、
監
査

部
門
の
業
績
と
財
務
安
定
性
を
効

果
的
に
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
に
、

規
制
当
局
と
公
衆
に
対
し
て
明
ら

か
に
さ
れ
る
。

・
監
査
部
門
の
文
化
は
、
倫
理
的
な

行
動
、
率
直
性
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

挑
戦
と
専
門
的
懐
疑
心
・
判
断
を

奨
励
す
る
こ
と
に
よ
り
、
監
査
品

質
と
公
益
の
一
助
と
な
る
。

・
監
査
人
は
公
益
の
た
め
に
行
動
し
、

被
監
査
会
社
の
株
主
と
広
範
な
社

会
の
利
益
の
た
め
に
働
く
。

今
後
の
予
定

Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
、
遅
く
と
も
２
０
２
４

年
６
月
30
日
ま
で
の
完
全
な
導
入
の

た
め
に
、
ビ
ッ
グ
４
に
運
営
上
の
分

離
の
同
意
と
移
行
予
定
表
の
提
供

を
要
求
し
て
い
る
。
実
施
計
画
は
、

２
０
２
０
年
10
月
23
日
ま
で
に
Ｆ
Ｒ

Ｃ
に
提
出
さ
れ
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
移
行
予

定
表
に
つ
い
て
各
ビ
ッ
グ
４
と
同
意

す
る
。

ビ
ッ
グ
４
監
査
部
門
の
運
営
上
の
分
離

の
原
則
、公
表
─
Ｆ
Ｒ
Ｃ

国
際
監
査
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実
際
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
利
用
し
て
暗
号

通
貨
の
売
買
を
し
て
み
る
と
…
も
っ

と
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
ら
れ
る

の
は
、W

ebSocket

で
の
通
信
開

始
お
よ
び
接
続
維
持
の
プ
ロ
セ
ス
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
、
通
信

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
経
験
が
な
い
者
に
と
っ

て
、W

ebSocket

で
の
ハ
ン
ド
シ
ェ

イ
ク
（
通
信
確
立
）
や
、
接
続
状
態

の
確
認
チ
ェ
ッ
ク
信
号
（PIN

G

／

PO
N

G

）
な
ど
と
い
わ
れ
て
も
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
は
ず
だ
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
を
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
す
る
の
は
、
経
験
者
で
な
け
れ
ば
、

ほ
ぼ
不
可
能
だ
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、REST API

は

ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。W

ebSocket

は
快
適
さ
ゆ
え
、
利
用
す
る
ハ
ー
ド
ル

が
非
常
に
高
い
。
そ
う
い
っ
た
障
壁
を

解
消
し
て
く
れ
る
の
が
、
便
利
な
ラ
イ

ブ
ラ
リ
で
あ
る
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語PYTHO
N

の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
は
豊
富

で
、PYTHO

N
が
言
語
と
し
て
好
ま

れ
る
の
は
こ
う
い
う
理
由
だ
）。
ハ
ン

ド
シ
ェ
イ
ク
やPIN

G

／PO
N

G

の

概
念
な
ど
知
ら
な
く
と
も
、
ラ
イ
ブ

ラ
リ
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
れ
ば
、
気
軽
にW

ebSocket

を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
だ
け
に
、
何
ら
か

の
エ
ラ
ー
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の

原
因
追
及
に
膨
大
な
労
力
が
必
要
と

な
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
上
の
障
壁
は
こ

こ
ま
で
と
し
て
、
暗
号
通
貨
に
限
ら

ず
株
式
の
場
合
で
も
そ
う
だ
が
、
自

動
売
買
に
よ
っ
て
利
益
を
獲
得
す
る

う
え
で
、
肝
と
な
る
過
程
は
、
ア
ル

フ
ァ
の
特
定
で
あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
と

は
金
融
の
世
界
で
は
超
過
収
益
を
指

す
。
つ
ま
り
、「
ア
ル
フ
ァ
を
特
定
す

る
」
と
い
う
意
味
は
、
利
益
を
獲
得

す
る
源
泉
を
み
つ
け
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ら
ば

W
ebSocket

を
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き
て
も
、
ア
ル
フ
ァ

の
特
定
は
苦
手
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
一
方
で
、
金
融
経
験
者
な
ら
、

ア
ル
フ
ァ
の
特
定
は
で
き
て
も
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
壁
が
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
場
合
が
多
い
。

こ
の
２
つ
の
大
き
な
ヤ
マ
を
乗
り
越

え
た
後
で
も
、
実
務
上
の
障
壁
が
残

さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
叩
い
て
（
Ａ

Ｐ
Ｉ
の
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
に
ア
ク
セ
ス

す
る
）
も
、
期
待
ど
お
り
の
反
応
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
る
。
い
わ
ゆ

る
、
理
屈
と
現
実
の
溝
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
注
文
が
約
定
し
て
い
る
の

に
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
デ
ー
タ
の
遅
延
。
ま
た
は
、

注
文
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
よ
う
と
す
る

と
、
約
定
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
エ
ラ
ー

と
な
る
。
後
者
の
場
合
は
、
エ
ラ
ー

要
因
を
あ
ら
か
じ
め
予
想
で
き
る
の

で
、
エ
ラ
ー
処
理
を
施
し
て
お
け
ば

よ
い
の
だ
が
、
前
者
の
場
合
は
か
な

り
悩
む
こ
と
に
な
る
。
取
引
所
・
状

況
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
反
応
が
返
っ

て
く
る
の
か
予
測
不
能
だ
か
ら
だ
。

こ
れ
が
、
解
決
で
き
な
け
れ
ば
、

disaster

と
な
る
。正
し
く
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
把
握
で
き
な
い
と
、
ア
ン
ワ
イ
ン

ド
注
文
が
オ
ー
バ
ー
ロ
ッ
ト
と
な
る
。

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る

オ
ー
バ
ー
ロ
ッ
ト
の
ア
ン
ワ
イ
ン
ド
注

文
を
出
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
正
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
生
じ
、
破
た
ん
を

招
く
。

株
式
の
世
界
で
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
利
用

が
始
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
証
券
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
だ
。
さ
ら
に
、
自
前
の
売
買
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
て

い
な
い
。
認
定
さ
れ
た
サ
ー
ド
パ
ー

テ
ィ
ー
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
株
式
の
世
界
で
は
、
な
か
な
か

自
前
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
自
由
に
走

ら
せ
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

続
Ａ
Ｐ
Ｉ

投
資
の
ハ
ナ
シ

裏　
表

　

 

三
田　

哉

国
際
会
計

保
険
の
新
Ａ
Ｓ
Ｕ
の
適
用
延
期
に
関

す
る
Ａ
Ｓ
Ｕ
案
、公
表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

去
る
７
月
９
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
会

計
基
準
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
Ａ
Ｓ
Ｕ
）

の
公
開
草
案
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
―
保

険
（
ト
ピ
ッ
ク
944
）
―
適
用
日
と
早

期
適
用
」
を
公
表
し
た
。
コ
メ
ン
ト

期
限
は
８
月
24
日
ま
で
。

こ
の
公
開
草
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
保
険

会
社
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
保

険
会
社
に
新
し
い
Ａ
Ｓ
Ｕ
（
長
期
保

険
契
約
に
関
連
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
の
見
積
り
の
前
提
、
市
場
リ

ス
ク
を
伴
う
給
付
、
繰
延
新
契
約

費
用
、
開
示
等
を
変
更
し
た
Ａ
Ｓ

Ｕ
２
０
１
８
―
12
「
金
融
サ
ー
ビ

ス
―
保
険
（
ト
ピ
ッ
ク
944
）
―
保

険
の
長
期
契
約
（long-duration 

contracts

）の
会
計
へ
の
的
を
絞
っ

た
改
善
」（
以
下
、「
Ａ
Ｓ
Ｕ
」
と
い

う
））
の
適
用
の
た
め
の
時
間
的
な

猶
予
を
与
え
て
い
る
。

公
開
草
案
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。適

用
日
の
延
期

Ａ
Ｓ
Ｕ
の
適
用
日
を
１
年
延
期
す

る
（
Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
９
―
19
に
よ

り
、
Ａ
Ｓ
Ｕ
の
適
用
日
は
延
期
さ
れ

た
が
、
こ
の
公
開
草
案
に
よ
り
適
用

日
は
さ
ら
に
１
年
延
期
さ
れ
る
）。

延
期
後
の
Ａ
Ｓ
Ｕ
の
適
用
日

は
、
大
規
模
な
公
開
事
業
企
業
は
、

２
０
２
２
年
12
月
16
日
以
降
開
始
年

度
か
ら
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
企
業

は
、
２
０
２
４
年
12
月
16
日
以
降
開

始
年
度
か
ら
と
な
る
。

遡
及
適
用
の
移
行
救
済
措
置

早
期
適
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

遡
及
適
用
に
関
す
る
移
行
の
救
済
措

置
を
提
供
し
、
投
資
家
や
そ
の
他
の

財
務
諸
表
利
用
者
へ
の
よ
り
よ
い
情

報
の
早
期
公
開
を
奨
励
す
る
。

・
早
期
適
用
し
な
い
場
合
に
は
、
Ａ

Ｓ
Ｕ
は
表
示
さ
れ
る
最
も
古
い
期

間
の
期
首
か
ら
適
用
さ
れ
る
（
Ｓ

Ｅ
Ｃ
へ
提
出
さ
れ
る
損
益
計
算
書

は
３
年
間
表
示
さ
れ
る
の
で
、
適

用
年
度
を
含
め
て
３
年
間
Ａ
Ｓ
Ｕ

を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

・
早
期
適
用
し
た
場
合
に
は
、
Ａ
Ｓ

Ｕ
は
適
用
年
度
の
前
年
の
期
首
か

ら
適
用
さ
れ
、
２
年
間
Ａ
Ｓ
Ｕ
を

適
用
す
れ
ば
よ
い
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2020年
７月10日

「連結財務諸表の用語、様式及び
作成方法に関する規則に規定す
る金融庁長官が定める企業会計
の基準を指定する件」の一部改正

金融庁

IASBが令和２年５月31日までに公表したIFRSを指定国際会計基
準とするもの。５月28日に公表されたIFRS16号「リース」が含まれ
る。公布の日から適用される。
https://www.fsa.go.jp/news/r2/sonota/20200710_kaikei.html

2020年６月
20日号情報ダ
イジェスト、
ポイント解説

2020年
７月10日

IT委員会実務指針第４号「公認会
計士業務における情報セキュリ
ティの指針」および同Q&A（IT委
員会研究報告第34号）の改正（公
開草案）

JICPA

IT技術の進展が一層加速するなか、業務およびそこで取り扱う情
報資産の量・質に応じた継続的なリスクアセスメントを行う整理
に変更し、全体的な見直しを行ったもの。コメント期限は９月11日
まで。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20200710cge.html

―

証　
　
券

世
界
株
価
の
膠
着
の
な
か
、中
国
株
価

急
騰
の
意
義

金　
　
融

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

と
経
済
成
長
率
見
通
し

日
本
で
は
、
５
月
25
日
に
緊
急
事

態
宣
言
の
解
除
、
６
月
19
日
に
都
道

府
県
境
を
越
え
る
移
動
自
粛
の
解

除
、
７
月
10
日
に
イ
ベ
ン
ト
等
開
催

制
限
を
５
、０
０
０
人
ま
た
は
定
員

の
50
％
ま
で
緩
和
、
さ
ら
に
７
月
22

日
よ
りG

o To 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
が
経
済
に
与
え
た

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
取
り
戻
す
た
め

の
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

時
に
は
30
～
40
人
程
度
で
推
移
し
て

い
た
全
国
の
新
規
感
染
者
数
は
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
制
限
の
緩
和
を
行
っ
た

時
点
で
約
４
０
０
人
前
後
と
約
10
倍

に
膨
ら
ん
で
い
る
。ま
た
陽
性
率（
検

査
件
数
に
対
す
る
陽
性
と
な
っ
た
件

数
の
割
合
）
も
、
東
京
都
が
公
表
し

て
い
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
５
月
22

日
の
０
・
８
％
で
底
を
打
ち
、
７
月

10
日
で
５
・
９
％
ま
で
上
昇
し
て
い

る
。
検
査
件
数
が
増
加
す
れ
ば
感
染

者
数
も
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
に
し

て
も
、
陽
性
率
の
上
昇
は
説
明
が
つ

か
ず
、
市
中
感
染
拡
大
へ
の
懸
念
が

広
が
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
感
染
拡
大
状
況
は
、
経

済
予
測
の
一
因
ど
こ
ろ
か
、
予
測
を

行
う
う
え
で
の
大
前
提
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
成
長
率
見
通
し
の
変
動
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
日
銀
が

公
表
し
た
展
望
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
４

月
の
２
０
２
０
年
度
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
予
測
は
、
１
月
よ
り
約
５
ポ
イ
ン

ト
下
方
修
正
し
て
マ
イ
ナ
ス
５
％
～

マ
イ
ナ
ス
３
％
と
し
た
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
ま
と
め
た
デ
ー

タ
で
は
、
世
界
の
１
日
の
新
規
感
染
者

数
は
４
月
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
は
約

８
～
10
万
人
で
横
ば
い
と
な
っ
て
い
た

が
、
７
月
に
入
っ
て
お
お
む
ね
20
万
人

台
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
公

表
し
て
い
る
２
０
２
０
年
の
世
界
の

経
済
成
長
率
は
、
４
月
時
点
の
マ
イ

ナ
ス
３
％
か
ら
６
月
に
は
１
・
９
ポ

イ
ン
ト
下
方
修
正
し
て
マ
イ
ナ
ス

４
・
９
％
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

感
染
拡
大
の
収
束
見
通
し
が
ま
っ
た

く
立
た
な
い
状
況
下
で
、
国
内
・
国

外
と
も
に
今
後
も
成
長
率
見
通
し
の

下
方
修
正
が
続
く
可
能
性
が
高
い
と

の
見
方
が
出
て
い
る
。

６
月
中
旬
の
世
界
同
時
株
安
、
株

価
調
整
は
小
幅
、
短
期
で
終
わ
り
、

下
旬
は
基
本
的
に
株
価
回
復
の
時
期

と
な
っ
て
２
０
２
０
年
前
半
を
終
え

た
。
７
月
に
入
る
や
世
界
の
株
価
は

膠
着
状
態
と
い
う
評
価
が
高
ま
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

問
題
は
第
２
波
到
来
の
懸
念
が
根
強

い
た
め
、
株
価
の
方
向
感
が
定
ま
ら

な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
株
価
だ
け
が
一

時
急
上
昇
し
、
大
勢
が
膠
着
相
場
の

な
か
で
特
徴
的
で
あ
る
。７
月
上
旬
、

主
要
国
の
株
価
指
数
・
平
均
株
価
は

ほ
と
ん
ど
が
６
月
末
比
０
％
～
３
％

程
度
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、中
国
株
価(

上
海
総
合
指
数)

は
13
％
の
上
昇
と
な
っ
た
。

中
国
株
価
急
騰
は
、
経
済
成
長
率

が
４
―
６
月
期
か
ら
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
で
、
他
国
は
世
界
大

恐
慌
以
来
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
確
実

な
経
済
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
は
感
染
が
広
が
り
始
め
た
今

年
初
め
、
感
染
者
数
、
死
者
数
と
も

世
界
最
多
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
や
感
染
の
中
心
は
南
北
ア
メ
リ

カ
、
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
移
り
、
中
国

は
経
済
活
動
を
再
開
さ
せ
、
プ
ラ
ス

成
長
転
換
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
過
か
ら
す
る
と
、も
っ

と
早
く
株
価
上
昇
に
転
じ
て
も
お
か

し
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
中

国
の
株
式
市
場
は
、
情
報
公
開
や
市

場
の
管
理
運
営
な
ど
に
一
部
不
安
が

あ
る
と
さ
れ
、
他
国
市
場
の
よ
う
に

海
外
投
資
家
の
資
金
で
株
価
が
動
き

に
く
い
。
株
価
を
動
か
す
の
は
中
国

の
個
人
投
資
家
が
中
心
で
あ
り
、
今

回
の
中
国
株
価
の
急
上
昇
も
７
月
１

日
に
発
表
さ
れ
た
６
月
の
中
国
製
造

業
購
買
担
当
者
景
気
指
数
の
好
転
に

彼
ら
が
大
き
く
反
応
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

世
界
株
価
の
同
時
変
動
の
時
代
で

あ
る
が
、
株
価
を
国
別
、
業
種
別
、

企
業
別
に
み
れ
ば
、
常
に
変
化
は
起

き
て
い
る
。
株
価
の
全
体
像
を
示
す

株
価
指
数
・
平
均
株
価
を
観
察
し
て

い
る
だ
け
で
は
変
動
の
実
態
、
原
因

の
判
断
を
誤
る
可
能
性
も
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
今
回
の
中
国
の
個
人
投
資

家
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
が
、
世
界
の
投

資
家
に
投
資
判
断
の
ヒ
ン
ト
を
提
供

し
た
と
の
声
も
あ
る
。


